
KANOYA  CITY
PUBLIC  RELATIONS

サービスセンターの主な事業（予定）

総
合
的
な
福
利
厚
生

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す

近
年
の
中
小
企
業
を
取
り
巻
く

経
済
環
境
は
回
復
の
兆
し
を
見
せ

て
い
る
も
の
、
そ
こ
で
働
く
勤
労

者
の
福
利
厚
生
の
充
実
を
図
る
こ

と
は
、
経
費
面
な
ど
か
ら
困
難
な

状
態
で
す
。

そ
こ
で
、
市
で
は
、
中
小
企
業

が
単
独
で
は
実
施
が
難
し
い
、
勤

労
者
の
た
め
の
福
利
厚
生
事
業
な

ど
を
大
企
業
並
み
に
実
施
す
る
た

め
、
財
団
法
人
鹿
屋
市
中
小
企
業

勤
労
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

を
設
立
し
、
今
年
４
月
に
北
田
町

の
旧
バ
ス
セ
ン
タ
ー
跡
に
オ
ー
プ

ン
す
る
鹿
屋
市
産
業
支
援
セ
ン
タ

ー
内
に
設
置
し
ま
す
。

市
内
に
は
、
５
，
６
３
３
の
中

小
企
業
が
あ
り
、
そ
こ
に
４
５
，

０
１
７
人
（
平
成
13
年
度
事
業
所

統
計
よ
り
）
が
働
い
て
い
ま
す
。

同
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
は
、
こ

れ
ら
中
小
企
業
で
働
く
人
か
ら
会

員
を
募
り
、会
員
の
掛
け
金
と
国
、

市
の
補
助
金
に
よ
り
運
営
さ
れ
る

も
の
で
、ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト（
同

種
の
も
の
が
集
ま
り
、
規
模
が
大

き
く
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ

る
利
点
）
を
生
か
し
て
、
総
合
的

な
福
利
厚
生
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
予
定
で
す
。

・ 

他
事
業
所
の
会
員
と
交
流
す
る

こ
と
で
新
し
い
視
野
を
広
げ
ら

れ
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

加
入
要
件

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
事
業
を

利
用
す
る
に
は
、
会
員
登
録
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
加
入
資
格
（
予
定
）

① 

鹿
屋
市
内
の
中
小
企
業
（
従
業

員
３
０
０
人
以
下
）
に
勤
め
て

い
る
人
又
は
事
業
主

② 

鹿
屋
市
外
の
中
小
企
業
に
勤
め

て
い
る
人
で
、
鹿
屋
市
に
居
住

す
る
人

●
入
会
金
及
び
会
費
（
予
定
）

・ 

入
会
金
（
１
人
）
＝
５
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　

※
入
会
時
の
み

・ 

会
費
（
１
人
）
＝
１
，
０
０
０

円
（
月
額
）

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
商
工
観
光
課

　

☎
０
９
９
４

－
31

－

１
１
２
１

県
内
で
は
、
鹿
児
島
市
や
奄
美

市
（
広
域
）
で
同
様
の
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、

す
で
に
、
約
２
万
人
が
会
員
登
録

を
行
い
、
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
て
い
ま
す
。

福
利
厚
生
の
充
実
・
向
上
、
そ

し
て
、
働
き
が
い
の
あ
る
職
場
環

境
と
雇
用
の
安
定
の
た
め
、
新
し

く
設
置
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の

メ
リ
ッ
ト

　　

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
入
会
す

る
と
次
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
ま
す
。

●
事
業
主
の
メ
リ
ッ
ト

・ 

少
額
の
会
費
で
従
業
員
の
福
利

厚
生
の
充
実
が
で
き
ま
す
。

・ 

サ
ー
ビ
ス
利
用
に
よ
り
、
勤
労

者
向
け
の
福
利
厚
生
費
の
負
担

が
軽
減
で
き
ま
す
。

・ 

福
利
厚
生
事
業
の
充
実
に
よ
り
、

優
秀
な
人
材
の
確
保
や
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
を
図
れ
ま
す
。

●
勤
労
者
の
メ
リ
ッ
ト　

・ 

慶
弔
給
付
金
が
充
実
し
ま
す
。

・ 

割
安
で
イ
ベ
ン
ト
参
加
や
施
設

の
利
用
が
で
き
ま
す
。

・ 

セ
ミ
ナ
ー
や
会
報
等
に
よ
り
各

種
の
生
活
サ
ポ
ー
ト
情
報
の
提

供
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

鹿屋市
中小企業勤労者

福

祉サ
ービ
スセンターが設立されま

す

○ 健康相談
　・ 毎週水曜日に、保健師による健康相談を実施
　　〈時間：12:30 ～ 14:30〉
　・ 毎月第３水曜日に、産業医による健康相談を
実施　〈時間：13:00 ～ 14:00〉

○ 一般健康診断助成
　3,000 円を助成（１人につき年１回）
○ 人間ドック受診助成
　35歳以上の人を対象に、２年に１回 10,000
　円を助成

　市では、中小企業で働く皆さんが健康で豊かなゆと
りのある生活が送れるように、総合的な福利厚生事業
を提供する「財団法人鹿屋市中小企業勤労者福祉サー
ビスセンター」を設立します。
　そこで、同サービスセンターの概要を紹介します。

これらの事業の実施にあたっては、会員のニーズを把握しながら、創意工夫をしていきます。

　鹿屋市医師会や鹿屋市肝属地域産業保健セン
ターと提携して健康相談を実施するほか、健康診
断や人間ドックの費用を助成します。 ○ スポーツ大会…ボーリング・ソフトボール等

○ レクリエーション…各種パーティー・いちご狩
り等
○ ツアー…プロ野球観戦・味覚狩り等
○ 講習会・教室…テーブルマナー・パソコン教室
等

○ チケット補助・割引…指定映画・コンサート等
のチケットの補助・割引

○ 宿泊補助・割引…宿泊代金の補助　　　　　　
　　　　　　　　（年１回：１泊 2,000 円）

○ 購買割引…指定店舗での割引料金による購入
○ 文化・観光施設利用助成…かのやばら園年間パ
スポートの助成など

　各種スポーツ大会などの企画・実施や、宿泊施
設の割引利用などをあっせんします。 

○資金の使途　 教育・医療・災害時等の臨時や
不時の出費にかかる経費

○融資限度額　 500,000 円
○償 還 期 間　 ３年以内
○償 還 方 法　 元利均等による月賦償還
○融 資 利 率　 年２％
○保　証　人　 原則不要
○信 用 保 証　 取り扱い金融機関（九州労働金

庫・鹿児島銀行）の定めるとこ
ろ

　取り扱い金融機関と提携して、低金利の融資を
あっせんします。

　会員に祝金や見舞金、弔慰金を給付します。

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

20,000 円
10,000 円
10,000 円
10,000 円
10,000 円
10,000 円
10,000 円
  6,000 円～ 200,000 円
10,000 円～   30,000 円
50,000 円～ 300,000 円
10,000 円～ 300,000 円

結 婚 祝 金
出 産 祝 金
入 学 祝 金
成 人 祝 金
還 暦 祝 金
銀 婚 祝 金
永年勤続祝金
住宅災害見舞金
傷 病 見 舞 金
障 害 見 舞 金
死 亡 弔 慰 金


